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 気候が良くなってきたら、お住まいの 

地域の周りを歩いてみるのはいかがでしょうか。 

 名都借や野々下、前ヶ崎や柴崎は自然も多く、気になった草花や 

咲いていた場所を書き留めておけば、あとで友達に話したり、図鑑で 

調べたり、楽しみが広がります。この季節は、いろいろな野鳥を見たり、 

鳴き声を楽しむことも出来ます。 

図書館に、道端や花壇の草花や野鳥を調べるための図鑑やガイド 

ブックがありますので、ぜひご利用ください。 

子供とゲーム感覚で、歩いて行ける避難所をチェックしたり、 

地図を作っていく「クエスト」として遊ぶのもいいかもしれません。安全な 

場所や危険な場所も、気になったらどんどんチェックしていきましょう。 

 自然災害への備えが重要になっている昨今、春の散策のついでに 

災害時の避難所や避難ルートを見ておくといいかもしれません。 

避難所は、公園や学校、公民館などが指定されています。また、 

避難ルートは、道が狭かったり、坂が急だったり、避難のときに使い 

づらいことがあるので、実際に歩いて体感しておくのもいいでしょう。 
 

また少し古い本ですが「こんにちは流山新 100 ケ所めぐりガイド」 

（流山市, 1997 年）には、東部地域をめぐるコースがいくつか紹介 

されていますので、ご参考になさってください。 

 

「流山市地震ハザードマップ」「流山市内水ハザードマップ」（流山市, 2023 年）には、避難所や避難 

場所が書いてあります。また、流山市のホームページで「くらしの情報」のなかにある「防災」という項目 

から、ハザードマップへたどっていくことが出来ます。 

「流山新 100 ケ所めぐり」ほか、草花や鳥の観察ガイド 

流山市が発行しているハザードマップ 

 

日頃から災害時の避難について 

考えるための本 

さあ、旅の準備はいいですか？体力回復用のポーションは 

持ちましたか？HP を回復する場所はどこにしますか？ 

避難所を示す看板にたどり着いたら、その場所を 

記録してクエスト達成です。モンスターが走り抜けて 

いく危険なせまい道も記録しておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 



 

  
 
 
 
 

   

 

  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
                                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

他にこんな本もあります！ 

この本もおすすめです！ 

～ 美しい自然 ～ 

人と、地球や自然との優しい出会いを 

描く短編集です。「玻璃（はり）を拾う」と 

いう作品で、珪藻アートが大事な役目を 

果たします。科学を専攻した作者による、

読者の心に小さな虹をかける小説です。 

 生態や構造など、生物としての珪藻 

の基礎知識がわかる本です。走査 

電子顕微鏡でとらえられた、珪藻の 

殻の美しく並んだ凹凸をご覧ください。 

本書は、子ども向けの雑誌「かがくのとも」から傑作集 

として、出版されました。ガラスの殻は、光の当て方で 

七色に変ります。肉眼では見ることのできない、自然が 

作り出した美しい形。そして一つの作品がうまれるため 

に、作者がどのように珪藻を採取し、ミクロサイズの 

珪藻を並べているのか ぜひ確かめてください。 

 毎週日曜日の午前中、木の図書館の 2 階ベビーコーナーで開かれている、 

「流山市立木の図書館のおはなし会 おはなしひろば」を、ご存じですか？ 

図書館スタッフが選んだ、絵本や紙芝居を楽しんでいただく読み聞かせの会 

です。スタッフ達は、毎回、「どんなお客様が来てくれるかな」「このお話は気に 

入ってもらえるかな」と、ドキドキわくわくしながら一生懸命準備をしています。 

おはなしひろばは、日曜日 11 時から 11 時半までです。赤ちゃんおはなし会は 

第 2 日曜日 10 時 30 分から 10 時 45 分までです。予約は必要ありません。 

大人も子供も、おはなしのカーペットに乗って一緒に本の世界を旅しましょう。 

 珪藻（けいそう）とは単細胞 

の藻（も）の一種でガラスの殻 

（から）を持つ生物です。この 

極微小の殻を、絵のように 

並べて、作品を作るのが珪藻 

アートです。 

伊与原 新／著 
 『八月の銀の雪』 （新潮社）  

南雲 保・鈴木 秀和・  
佐藤 晋也／共著 

『珪藻観察図鑑  
ガラスの体を持つ 

不思議な微生物「珪藻」の、
生育環境でわかる 

分類と特徴』 
        （誠文堂新光社） 

奥 修／文・写真 
 『珪藻美術館 

ちいさな・ちいさな・ 
ガラスの世界』 
 （福音館書店）  

「プランクトンのふしぎ」 
編集室／著 

『みんなが知りたい! 
プランクトンのふしぎﾞ  
水中で暮らす微生物の 
特徴と魅力がわかる』  

（メイツ出版）  

出井 雅彦 佐藤 晋也  
デイヴィッド・マン／著  

 『驚異の珪藻世界』 （創元社）  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月２９日（日・祝）で木の図書館は１２さいになります！ 

いつものおはなし会とはちょっぴりちがうトクベツなおはなし会を 

午前中に 1 階ホールでおこないます。 

みなさまのご参加、おまちしています♪ 

くわしくは、ホームページや館内ポスターを見てみてね！ 

木の図書館では毎週日曜日 11 時から 3 歳以上のお子様向けにおはなし会を、 

毎月第 2 日曜日 10 時 30 分から 2 歳までのお子様と保護者の方向けに 

赤ちゃんおはなし会を開催しています。 

 

事前申し込みは必要ありませんので、それぞれ開始 5 分前に 

2 階赤ちゃんコーナー（読み聞かせコーナー）へお越しください♪ 

みなさまのご参加、おまちしています！ 

今回は、「おうち」をテーマに本を３さつご紹介します。 

どんなおうちか見てみよう！ 

『世界あちこち ゆかいな家めぐり』 

 小松義男／文・写真 西山晶／絵 

（福音館書店） 

その土地や文化によって家は様々。 

世界には日本ではなかなか見られない 

形の家がたくさんあります。 

ぜひ、じっくり見てみて！ 

『鳥の巣いろいろ』 

 鈴木まもる／作・絵 （偕成社） 

た い せ つ な あ か ち ゃ ん 鳥 が 

うまれてくるたまごを守る巣。 

どんな工夫がされているのかな？ 

形や場所、使っているものも 

鳥によってちがっています。 

『ちいさいおうち』 

バージニア・リー・バートン／ぶんとえ  

いしいももこ／やく （岩波書店） 

い な か の し ず か な と こ ろ に あ っ た 

「ちいさいおうち」。まわりがどんどん 

にぎやかな町になっていき…。あなた 

だったらまちといなか、どっちにいたい？ 



 

 

 

 

 

    

 

     

     

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開館時間 火曜日～土曜日      :９時３０分～１９時 
木の図書館カレンダー    
休館日 月曜日（祝日の場合は火曜日） 

月末日（土・日・祝日を除く） 

 

郷土へのいざない vol. 39 

～旧水戸街道散歩 その 4 

庚申塔(こうしんとう)を兼ねており、正面の道路 
である国道 6 号線に向いて 
 
「青面(しょうめん)金剛 左水戸街道」 
 
その右側面には 
 
「文化三丙寅 冬十月如意(にょい)日呑(びどん)  
印西道」 
 
正面の左側には 
 
「総州葛飾群馬橋村」 
 
とあります。 

参考文献： 東葛流山研究 第 27 号 『楽しい東葛ウォーク事典』 
        （流山市立博物館友の会事務局, 2009 年）, 
          広報まつど 1996 年 9 月 15 日号 №８９９ 

 

  萬満寺から旧水戸街道を国道 6 号線に向かうと八ヶ崎の交差点に石塔の道標が 
あります。 

碑文から、1803 年（文化 3 年）10 月に建てられたこと、ここが印西市木下（きおろし）
への分岐点だったことが分かります。 

木下は、利根川の河岸場として鹿島・香取などの神社へ船出する参詣客でたいへん 
にぎわっていました。 


